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　 1 序 　 下地 モ ル タル や張 り付 けモ ル タル に きれ つ を入れ た状態で 、 タイ ル張り付け部分に生 じ る乾

燥収縮応力 の 解折 を 試 み た e 図 1 の ように 二 丁掛また は小口平の タ イ ル の長辺方向ま た は短辺方向の 8種類 の 断

面 を 解析対象と し た 。 解析対象 の 寸法 、 材料 の 物性値 、 数値計算方法は 、 前報そ の 2 の 図 1 と表 1 に説 明 し た も

の と同 じで ある。 要素分割 とモ ル タ ル 部分の きれ つ は 、 前報そ の 2 の 図 2 に 示 し た上下面 と 中間部 の モ ル タ ル 部
　 　 　 　 　 の

分 に約 2cm 間隔 で きれ つ を入れ た モ デ ル を用 い た。

　 2　計算結果 と考察　　　　　モ ル タ ル に 生 じ る応力度の 例を 、
コ ン ク リートの 上下面を完全拘束 した場合 に

つ い て図 2 に 、
コ ン ク リー一

トの 鉄筋拘束 で の 収縮に相当す る自由収縮 の 90 ％ の 変位 を 上下面 に 与 え た場合 に つ

い て 図 3 に 示す 。 図 4 〜6 は 、 下地 モ ル タル や張 り付 けモ ル タル の 接合面 に 生 じる応力度を、図 iに 示 し ltA’v

E の そ れ ぞ れ の 面 ご との 最大値で 表 した もの で あ る 。 接合面に垂直な方向 の 引張応力度 σ ． と平行な方向 の せ ん

断応力度 τ ．y は 、 応力 の 釣合 か ら接合 され て い る A と B の 面で 同じ値に 、 同様 it　C とD の 面 で 同じ値 に なるは ず

で あ る が 、 異 な っ て い るの は計算誤差 で あ る 。 有限要素法 の 計算結果 は こ の よ うな 誤差 を 含 み 、 誤 差 の 無 い 値 は

A と B 、 ま た C とD の 中間 の 値 で あ る と考え られ る 。

　図 4 〜6 よ り 、
コ ン ク リートを 完全拘束 した場合は 、

モ ル タ ル の接合面に生じる応力度 はタイル の 寸法 の 影響

を受 け な い が 、
コ ン ク リ

ー・
トの ±下面 に 鉄筋拘束 に よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 面 　 B 面 C 面 　 D 面 　E 面

る収縮 の 変位を与 えた場合 は 、 接合面に 垂直な方向 の

引張応力度 σ x と平行な方向の せ ん 断応力度 τ ． り に 、

タ イ ル の 寸法 が 大 きい ほ ど大き い と い う傾向が出 て い

る。 また図 5 の E の面の 面に 平行な方向 の 引張応力度

が大 き く、 タ イ ル に接合 し拘束 され て い るの で きれ つ 　　　　 　　　 図　 1　解析 モ デル

は 生 じ難 い 条件 で あ る が 、 タ イ ル の 面 に 垂直 な方向の

きれ つ が張り付け モ ル タ ル の タ イ ル 近傍に生 じ る 可能

性 が大 きい 。

　タ イ ル剥離に は 、 接合面 に作用する引張応力度とせ

ん 断応力度の 値が 問題に な
．
る。 こ の うち引張応力度が

図 4 の ように モ ル タ ル の引張強度 に 似 た レ ベ ル の 値 に
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図　2　コ ン ク リートの 収縮を完 全 拘束 し た場合の 張　図

　　　り付け モ ル タ ル の タ イ ル 側 に 生 じ る引張応力度
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　り付 け モ ル タ ル の タ イ ル 側 に 生 じ る引張応力度
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な っ て お り、 コ ン ク リ
ー

外 が乾燥収縮 で 縮むとい う条件を与 え た二 丁掛 の 長辺方向 で 大 きな 値 が 出 て い る 。

　 3　 まとめ　　　　　乾燥収縮応力は 、 ？ン ク リートを完全拘束 した 場合 は タ イ ル 寸法 の 影響 が 無 い が、コ ン

ク リートに乾燥収縮 に よ る縮 み を 与 え た 場合 は、タ イ ル 寸法 が 大 きい ほ ど大 きい とい う傾向が あ る 。
モ ル タル に

は約 2cm 間隔 で 接合面 に垂直な方向の き れつ を入れ て計算し た が 、 タ イ ル 接合面 の 近傍 に さらに 接合面 に 垂直

な 方向 の きれつ が 生 じ る・可能性が あ る 。
モ ル タ ル や タ イ ル の 接合面に モ ル タ ル の 引張強度 に 似 た レ ベ ル の 引張応

力度が 生 じ て お り、タ イ ル 剥離 の 原因 に な る もの と し て さら に 検討が必要 で ある 。

図 4 〜 6 の 記 号 の 説 明

コ ン ク リ
ー ト壁体 を完 全 拘 束 し た 場 合

　　 …O …　　二 丁 掛 け 長 辺 方 向

　　 …△ …　　小 口平 長 辺 方向

　　 …ロ …　　 両
’
者 短 辺 方 向

コ ン ク リー ト壁 体 の 上 下面 に 自 由

　　 収 縮 の 90 ％ ：の 変位 を与 え る場合

　　 …● …　　二 丁掛 け 長 辺 方 向

　　 …▲ …　 　小 口 平 長辺 方 向

　　 …■…　　両者 短 辺方 向
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図　 5　接合面 ご との面に平行な方向の

　　　　引張応力度の最大値
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図　4　接合面 ご との 面 に 垂直な方 向の

　　　　引張応力度の 最大値
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図　 6　 接合面 ご との 面 に 平行 な方向 の

　　　　せ ん断応力度の絶対値の 最大値
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